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電車の中で街の情報を聞く「Train Radio」の提案と評価

宮 坂 航 亮 小 川 克 彦

慶 應 義 塾 大 学 環 境 情 報 学 部 〒 252-0882神 奈 川 県 藤 沢 市 遠 藤 5322 

E-mail: tll877km@sfc.keio.ac.jp, ogw@sfc.keio.ac.jp

あらまし 電車でよく見かけるのは、暇つぶしのためかスマートフォンを操作している人たちである。彼らの視線は下向

きになりがちになり、車内の雰囲気が暗くなるように感じる。そのため、車内で 下 を 見 ず 、かつ興味がわくよう 

に面白く身近な情報を手に入れられるメディア 「 Train Radio」を提案する。これは、電車に乗りながら近隣の街 

のうわさなどを聞くことができる場所連動型のネットラジオである。本 稿 で は 「 Train Radio」のコンセプトやシス 

テ ム 構 成 、並 び に 、評 価 実 験 の 結 果 を 述 べ る 。具体的には江ノ島電鉄で行った実験結果をもとに 、 Train 

Radioのコンテンツや再生方法、さらにユーザーの行動について考察する。

キ ー ワ ー ド 音 声 合 成 ，地 図 ，モパイル，ナビゲーション

1 .  は じ め に

電 車 の 中 で は 、イ ヤ ホ ン で 音 楽 を 聞 い て い る 人 、ツ 

イ ッ タ 一 や Facebookを使いながら暇つぶしをしている 

人をよく見かける。こ の よ う な 社 会 空 間 的 に コ ク ー ン に  

な っ て い る 人 が 多 い 車 内 の 雰 囲 気 は 少 し 暗 い よ う に 感  

じる。

そこで、聴 覚 的 な 情 報 提 示 で 、できるだ け 下 を 向 か  

ないように促し、か つ 興 味 を い だ か せ る た め に 面 白 く 身  

近 な 情 報を手に入れることができる 「 Train Radio」を開 

発した。

本 稿 で は 、 Train Radioのコンセプトとシステム構成 

を 述 べ 、江 ノ 島 電 鉄 沿 線 で 行 っ た 実 験 結 果 を も と に 、 

コ ン テ ン ツ や そ の 再 生 方 法 、再 生 す る 場 所 や タ イ ミ ン  

グ な ど に つ い て 考 察 す る 。

2 .  コンセプト

2 . 1 うわさラジオ

昨 年 街 の う わ さ を 歩 き な が ら 聞 く 「うわさラジオ」を開 

発 し た [1]。地 図 を 見 な が ら 街 歩 き を す る の で は な く 、 

歩 い て い る と そ の 街 の 面 白 い う わ さ が 自 動 的 に 聞 こ え  

てくることで、行 っ た こ と の な い 場 所 に 足 を 運 ん で み た  

り、入ったことのないお店に入ることを促すアプリである。 

うわさは大学のゼミのメンバーで、江 ノ 島 電 鉄 沿 い を タ  

一ゲット丨こ140個 を 収 集 し 、システムに実装して、うわさ 

コ ン テ ン ツ の 文 字 数 や 、うわさラジオ寄り道効果の実験  

を 行 い 、有 用 な 知 見 を 得 た 。しかし、歩きながらわざわ  

ざイヤホンなどで情報を聞く行為にあまりニーズがなか  

った。やはり暇のあるときに始めてうわさを聞くことと考 

えられる。

2.2 Train Radio
Train Radioは対象場所をうわさラジオの “街 中 ”から、

“電 車 の 中 ” に移したものである。電 車 の 中 で そ の 場 所  

な ら で は の 情 報 を 聞 く 事 で 、目 的 地 以 外 の 駅 に 降 り て  

みようという気分につながるのではないかと考えた。新 

た な 街 へ の 興 味 を 促 進 す る と 同 時 に 、聞こえてきたコ 

ンテンツはどの場所の事なのだろうと、車 窓 か ら 外 を 見  

る 動 作 に も つ な が る と 考 え ら れ る 。最 終 的 に は 、 Train 

Radioによって車内空間の雰囲気を明るくすることを目  

的としている。

3 . シ ス テ ム

3 . 1 システム構成 

本システムの構成を図1 に示す。

コンテンツ提 供 者 は 、あ る 特 定 の 駅 と 駅 の 間 の 線 路  

上 に コンテンツをアップロードする。聴 取 者 が 電 車 に 乗  

りながらうわさの位置に近づくと、W E B サーバーにアク  

セスし音声でうわさを聞くことができる。

うわさコンテンツを 

位置情報と共に  

アツブロード

丨位置情報獲得丨
ユーザー、の位鑑に 

あわせて奩声提供丨

こ1

鲁 魯 鲁 ノ
情 報 提 供 者  電 瘃 ®中 の ユ ー ザ 一

図 1 シ ス テ ム 構 成
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3 . 2 実 装 方 法

Javascriptと HTML5を 用 い て WEB上 で の 開 発 を 行  

つた。これによりどのスマホやタブレットでも使用可能と 

した。ま た 実 装 で 用 い た コ ン テ ン ツ は 、文 献 [1]で 述 べ  

た 「うわさラジオ」の 評 価 実 験 で 収 集 し た 1 4 0 個のうわ 

さをもとに作成した。

4 . 実験

4 . 1 実 験 場 所

神 奈 川 県 の 江 ノ 島 電 鉄 を 対 象 と し た 。江 ノ 島 電 鉄 は  

藤 沢 を 起 点 に 相 模 湾 沿 岸 を 経 由 し 鎌 食 に 至 る 鉄 道 で  

ある。今 回 の 実 験 で は こ の 江 ノ 電 1 5 駅のうち、江ノ島 

駅 か ら 腰 越 駅 、鎌 倉 高 校 前 駅 か ら 七 里 ケ 浜 駅 、稲 村  

ケ 崎 駅 か ら 極 楽 寺 駅 の 3 つ の 区 間 で 実 験 を 行 っ た 。

ツのうち聞きやすかったコンテンツが何番目であったか  

という「2.再 生 順 序 」の 評 価 を 行 う 。

4 .3 .1再生タイミングの実験方法  

今 回 の 実 験 で の 駅 か ら 駅 の 区 間 は 約 180秒である。 

こ の 区 間 の 再 生 タ イ ミ ン グ を 、前 半 、中 盤 、後 半 に 分  

割 し 、前 、中 、後それぞれのタイミングの良し悪しを評  

価 す る 。被 験 者 に は 、江 ノ 島 駅 — 腰 越 駅 、鎌 倉 高 校  

前 駅 — 七 里 ヶ 浜 駅 、稲 村 ヶ 崎 駅 — 極 楽 寺 駅 に お い て  

それぞれちがったタイミングでコンテンツが再生される  

Train Radioを使ってもらい、前 半 、中 盤 、後 华 そ れ ぞ  

れのタイミングで流れたコンテンツの聞きやすさを数値  

1(聞きにくい）〜 5(聞 き や す い ）、で 評 価 し て も ら っ た 。 

例 え ば 、被 験 者 A に は 、江 ノ 島 駅 — 腰 越 駅 で は 前 半 、 

鎌 倉 高 校 前 駅 — 七 里 ヶ 浜 駅 で は 中 盤 、稲 村 ヶ 崎 駅  

— 極 楽 寺 駅 で は 後 半 に コ ン テ ン ツ が 再 生 さ れ る 。

个江ノ鶴から酸越の 
ちつのうわさコンT ンツ

中盤 ______________

級齒簌桉筋|— w ------------ j 十;里-ケ浜卜

•个銶愈猓校前からt 里ケ浜の
5つめうわさコンテンツ

_______________  酔  ，____
… i 稱 村 ヶ 蜗 卜 .................* 0 0 0 0 0 1 播 楽 脅

个稼村ケ鱗から様楽券め
5つの5 わさコンr ンツ

図 2 江ノ島電鉄の実験対象区間

路 線 図 ：江ノ島電鉄 [2]

4 . 2 実験コンアンツ

実験コンテン ツ は 前 述 の う わ さ ラ ジ オ 開 発 プ ロ ジ ェ ク  

トで集めたうわさのうち、3 力 所 の 実 験 場 所 ご と に 、近く 

の う わ さ を そ れ ぞ れ 5 つ の 計 1 5 個のコンテンツを作成  

した（表 2 参 照 ）。

4 . 3 実 験 方 法

被 験 者 に は 江 ノ 島 駅 か ら 稲 村 ヶ 崎 駅 ま で の 区 間 を  

江ノ電に乗ってもらい、実 際 に Train Radioを使っても 

らった。流れ る コ ン テ ン ツ は 駅 区 間 ご と 5 つ で あ る が 、こ 

の 5 つ の コ ン テ ン ツ は 指 定 の 駅 区 間 乗 車 中 に “ランダ 

ム ” に 選 ば れ 、一 回 ず つ 連 続 に 再 生 さ れ る 。ひとっの 

コンテ ン ツ は 2 秒、程 度 で コ ン テ ン ツ 間 に 1 秒 程 度 の 空  

き が あ る の で す ベ て の コ ン テ ン ツ が 再 生 さ れ る の は 15 

秒 〜 2 0 秒 程 度 か か る 。ま ず 、このコンテンツが再生さ 

れ は じ め る 電 車 が 出 発 し て か ら の 経 過 時 間 で あ る 「1. 
再生タイミング」を 評 価 す る 。さ ら に そ の 5 つのコンテン

(a)被 験 者 A の例

个i t  ノ热 から懸越め 

5つのうわさコン于ンツ

銹愈蒸校前

淺半 一_
„  — 一 一 . ------'：..ム ム A

个縫翁高校私かぃt 迤ケ浜の 
Sつめラかさコ^■ 7 ンノ

稿时 ケ竭 t X x X X , 一 — —

个擬村ヶ畴から楼楽寺の 
Sつめうわさ;3ンテ:/ッ

(b)被 験 者 B の例

図 3 被験者ごとのコンテンツ再生実軟の方法

4 .3 .2 再 生 順 序 の 実 験 方 法  

再 生 タ イ ミ ン グ の 評 価 と 同 じ 被 験 者 に 、前 半 、中 盤 、 

後 半 の Train Radioで 流 れ た そ れ ぞ れ 5 つ コンテンツ
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のうち、何 番 目 の コンテンツを意 識 し た か （1 番 目 〜 5 

番 目 ）を評価してもらい、ま た 聞 こ え て き た 文 章 の 中 か 

ら、印象に残っている文章を選 択 す る ア ン ケ ー ト に も 回  

答してもらった。ここではコンテンツ内 容 は ランダムで再 

生 さ れ て い る た め 、被 験 者 は そ れ ぞ れ 違 っ た 再 生 順  

序でコンテンツを聞いている。

図 4 実験に用いた T ra in  R a d i o 画面の例

うわさコンテンツの再生されるタイミングは、中 盤 が 比 

較 的 評 価 さ れ て い る 。アンケートの記 述 回 答 に 、「前 半  

は 車 内 アナウンスが流 れ て い て 、コンテンツを聞くのに 

集 中 で き な い 」、という意見があった。車 内 アナウンスな 

どが流 れ な い 静 か な 状 態 で な い と 、うわさコンテンツを 

聞き取るのは難しいと考えられる。

ま た 後 半 は 評 価 に ば ら つ き が み ら れ る 。記 述 回 答 に  

は 、「後 半 ま で な に も 再 生 さ れ な い 状 態 で 待 機 し て い る  

と暇」という意見があった。後半までなにも聞こえないと、 

車 内 は 静 か で あ る が 、うわさコンテンツを聞く集中力が 

弱まってしまうと考えられる。た だ し こ れ は 実 験 の 話 で 、 

実 際 の 環 境 は そ れ に 近 い か も し れ な い 。

実 験 結 果 よ り 、電 車 が 出 発 し て し ば ら く 経 過 し た 中  

盤にうわさコンテンツを再生することがふさわしく、後 半  

にコンテンツを再 生 す る 場 合 は 、そ れ ま で の 時 間 に も 

コンテンツを再生しユーザーが暇をしないように繫ぐ必  

要があるといえる。

5 . 2 再 生 順 序 の 評 価  

再 生 順 序 の 評 価 実 験 結 果 を 図 6 に 示 す 。

4 . 4 被 験 者 の 視 聴 形 態

被 験 者 は S F C の 学 生 6 名 （男 性 4 名 、女 性 2 名 ） 

に 対 し て 行 っ た 。実 験 の 日 付 と そ れ ぞ れ の 被 験 者 に  

用 い た Train Radioの再生タイミングを表 1 に 示 す 。

表 1 被 験 者 の 視 聴 形 態

A B C 0 E F

実験日時 8/22(t )11;〇〇 8/2K  月)11:00 8/25(月)13:00 8/25{月)R 30 8/25{月_ 9/5(金〉15:00
江ノ島—腰越 前半 後半 中盤 前半 後半 中盤

鎌倉#校前ー七里ケ浜中« 前半 後半 中轚 前半 後半
1村沭-極楽寺 後半 中盤 前半 後半 中1 前半

5 .結果と考察

5 . 1 再生タイミングの評価 

再 生 タ イ ミ ン グ の 評 価 結 果 を 以 下 の 図 5 に 示 す 。

■tKD；7 or ................
_ _ _ _ _ _ _
__,廳_|戀

521111̂

m 前# 中盤 後半
s ；

>x>
3

2

j = 4 v

2
1 ；：>：•. f： ■ -:

c  ̂  ̂ i

2

, 0 : :  :

図 6 再生順序の評価

何 番 目 の コ ン テ ン ツ を 意 識 し た か と い う 再 生 順 序 の  

評 価 結 果 は 、前 半 、中 盤 、後 半 で 違 い が み ら れ た 。前 

半 は 一 番 目 の コ ン テ ン ツ が 0 票 で あ っ た が 、これは出 

発してすぐは意識しにくいといえる。中 盤 で は 1，2,3 番 

目 の コ ン テ ン ツ が 意 識 さ れ て い る た め 、電 車 が 出 発 し  

てしばらくした中盤ではいきなりコンテンツが再生され  

て も 問 題 な い と い え る 。た だ 、再生順序とコンテンツと  

の相関はあまりないといえる。

被 験 者 の ア ン ケ ー ト 記 述 解 答 結 果 を み て み る と 、再 

生 順 序 以 外 の 要 素 に も コ ン テ ン ツ に 対 す る 意 識 が 依  

存していると考えられる。コンテンツの内容ごとに比較  

してみると、知 っ て い る お 店 の 名 前 や 地 名 の 含 ま れ て  

い る 文 章 は 印 象 的 だ っ た と 選 択 さ れ て い る 。例 え ば 、 

「小 動 岬 は 太 宰 治 の 心 中 事 件 が あ っ た と こ ろ 」や 「絶
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景 ス ポ ッ ト 稲 村 ケ 崎 公 園 は 、富 士 山 を 見 る の に と て も  

お す す め 」などである。ま た 二 回 繰 り 返 さ れ た 単 語 は 印  

象的だったという回答も得られた。表 2 は 印 象 的 だ っ  

たというコンテンツを選択してもらい、2 票 以 上 獲 得 し た  

コンテンツを灰色に〇 印 を っ け た 。

表 2 関心を引いたコンテンツ内容（〇印）

腰越

O 腰越のことをMきたいときは池田丸のおばあちゃんに明こう。

パームレジェンドはいつも地元の人が集まy 憩いの場になっているんだとか。

すぐ近くにあるr庄虎」では揚げ物が有名らしい。

〇 小動岬は太宰治の心中亊件があったところc

小動神社の境内から海を眺める事ができる。フェンスがなけれぱ最髙。

七里ケ浜

〇 七里ケ浜K をおyてすぐに、牛乳ラーメンが目玉のハイブリット*があるよ。

珊雄礁はカレ一が売りの洋食店で、よぐ？レビの取材を受けるらしい。

七里ケ浜明から坂を上って行くと、海の見える絶聚スポットがあるよ。

雰囲気の良いレストランパー、ダブルドアーズは海の近くです。

七里ヶ浜駅から鎌倉高校前职 までは*I高のお败 歩コース。

_______________卸寺
〇 線路のちかくには靴を®いてくれる小さなおじいちゃんがいるよ。 _

稲村ケ崎食堂は、昼はレストラン、夜はパ一に変身するんだって。

ブーランジュリ一は地元で知らない人はいない人気のパン屋さん。

〇 絶最スポット稲村ケ崎公園は、富士山を見るのにとてもおすすめ。

_ _ 稻村ケ崎海岸には崎IIな貝殼やガラスがたくさんあります。

以 上 の 結 果 か ら 、再生タイミングが中盤、後 半 で あ れ  

ば 、再 生 の 順 番 よ り も コ ン テ ン ツ の 内 容 に 印 象 が 左 右  

されると考えられる。

5 . 3 被 験 者 の 行 動

今 回 の 実 験 で は 実 際 に 電 車 に 乗 り な が ら Train 

Radioを 使用した。実 験 中 、被験者が聞こえてきたコン  

テンツを探そうと、車窓から外をキヨロキヨロする仕草が 

みられた。例 え ば 、「線 路 の 近 く に は 」という単語がでて 

きたときに、線 路 の 近 く に 目 を や っ て み た り 、「坂 を の ぼ  

ってみると」と い う 単 語 で は 、普 段 江 ノ 電 に 乗 っ て い る  

人 が 見 て い る 海 の 方 向 と 逆 向 き の 、坂 の 方 を の ぞ く 行  

動 が み ら れ た 。

そ の 場 所 に 基 づ い たコンテンツを再生することによっ  

て 、ユーザーの 街 へ の 興 味 を よ り 引 き 出 す こ と が で き た  

といえる。普 段 意 識 し な い 車 窓 の 風 景 や 、そ の 街 の 魅  

力 な ど を 引 き 出 す Train Radioは 、今 後 改 良 を か さ ね  

ることで、車 内 の 雰 囲 気 を 明 る く で き る と い う 見 通 し を  

得 た 。

6.まとめ

電 車 の 中 で 街 の う わ さ を 聞 く 「 Train Radio」を 提 案 し 、 

そ の コンセプトとシステム構 成 に ついて述 べ 、さらに江 

ノ 島 電 鉄 で 実 際 に Train Radioを 使 用 し た 評 価 実 験 を  

行 っ た 。そ の 結 果 、電車に乗りながら聞き取りやすいタ

イミングや被験者が印象的と感じるコンテンツについて  

知 見 が 得 ら れ た 。

本 稿 に お い て Train Radioは情報提供者 が う わ さ を  

アップロードするコンセプトとなっているが、実 際 に は ま  

だ アップロードす る シ ス テ ム は 組 み 込 ま れ て い な い 状  

況である。今 後 Train Radioが誰でも面白いうわさを投 

稿 で き る 場 所 連 動 型 の 「ラジオ」に 改 良 し て 、システム 

やコンテンツの評 価 を す る 必 要 が あ る 。
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